
 

港北区防災計画（震災対策編）の改定について 

 

港北区防災計画は、港北区民、特に地域の防災に携わる方々、事業者、防災関係機関等に、

港北区の震災対策の全体像の理解と、発災時の行動指針として活用されることを目的に策定

しています。今般、市防災計画の修正に伴い、区防災計画を見直しました。 

 

１ 区防災計画と市防災計画との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 主な修正内容 

① 地域防災拠点関係 
・地域防災拠点案内表⽰板の設置について記載しました(P15)。 
・避難者のストレス軽減のための備蓄品⽬（⾃動ラップ式簡易トイレ、段ボールベッド、エアマット、
パーテーション及びかご台⾞）を記載しました（P15）。 
・資料として活⽤できるよう、災害⽤地下給⽔タンク、緊急給⽔栓、受⽔槽、備蓄品⼀覧表、下⽔直
結式トイレ、広域避難場所、災害時給⽔マップ等を記載しました（P11〜P18）。 
・ペット対策に関することを記載しました（P13）。 
② 情報発信の強化について 
・港北区防災情報アプリについて記載しました（P９、P52、P75）。 
・避難勧告等の伝達⽅法を記載しました（P50）。 
③ 医療救護体制について 
・医療救護隊参集拠点（港北区医師会館（休⽇急患診療所）・慶應義塾⼤学⽇吉キャンパス）を記載
しました（P46）。 
④ 市防災計画との整理 
・区内福祉避難所⼀覧（P19）、⾞中泊（P28）、災害廃棄物の処理（P63）、災害に強い⼈づくり（P23）、
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとの協⼒体制（P27）について記載し、市防災計画との整理を図りました。 

 

３ その他 

  港北区防災計画「震災対策編」は、港北区ホームページ上に公開しています。 
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第１部 総則  
 区の災害想定 区、区民及び事業者の基本的責務など 
第２部 災害予防計画 
 資料関係：地域防災拠点、区内の給水場所、福祉避難所一覧等 
 啓発関係：区民の備え、車中泊避難等 
第３部 応急対策 
 発災時の区の体制・事務分掌、避難、物資、廃棄物処理等、応急対策 
第４部 復旧・復興対策 発被災者の生活援護、罹災証明等 
第５部 帰宅困難者対策 
第６部 東海地震事前対応計画 

【区別防災計画】 
区長は、区の実情や地域性を踏まえた、きめ細かい対応を図るた

め、次の項目に配慮して区別防災計画を策定します。また、区防災
計画に毎年検討を加え、必要があると認めるときは、修正します。 
１ 横浜市防災計画「震災対策編」を基本とする。 
２ 市民、地域、企業、行政の役割を明確にし、区民の視点から見

た計画とする。 
３ 区災害対策本部の応急対策を中心とする。 

※市防災計画第１部第１章第２節４区防災計画より 

震災対策編（H27.4） 

横浜市防災計画 

震災対策編（H30.4） 

港北区 防災計画 検索 

港北区防災計画 

震災対策編（H25.9） 震災対策編（H31.4） 


